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四日市公害と環境未来館の展示に
は、四日市公害をより詳しく知るた
めのヒントがたくさんあります。
まず、展示パネルや模型などの下

にはたくさんの引き出しがあります。

引き出しには、より専門的な解説の
ほか、当時の新聞記事や広報、資料
などが入っており、一部は手に取っ
て見ることもできます。
また、「情報検索コーナー」では、

市民、弁護士などの司法関係者、医
療関係者、行政や企業の関係者など、
四日市公害を知る約50人のインタ
ビューを 問 答形式で聞くことが1 1
できます。ここでは、それぞれの立

場で、四日市公害をどう捉えている
のかを知ることができます。
当館には、四日市公害を学びに多

くの小・中学生が社会見学で来館し
ます。展示パネルの解説を、やさし
い言葉で言い換えた引き出し解説や
絵本解説などは、子どもたちの四日
市公害学習
を支えてい
ます。

→ →

〜もっと知りたい！常設展示室〜

月21日に開館した四日市公害と環境未来館の見どころや取り組み3
などについてご紹介します。

四日市公害と環境未来館
（緯354－8065 胃329－5792）

問い合わせ先

→ →

高齢化が進む中、「公助」とともに
「共助」の力で高齢者を支える仕組
みづくりが必要となってきています。
同時に「自助」（できるだけ介護が必
要な状態とならないための「介護予
防」）も非常に重要となってきます。
本市では、地域包括支援センター

に委託して介護予防教室を開催して
いるほか、さまざまな介護予防の啓

発に取り組んでいます。また、住民
による自主的な体操教室や高齢者が
気軽に集まれる「ふれあいいきいき
サロン」も市内各地で開設されてい
ます。こうした取り組みを、さらに
発展させていくことが必要です。
また、今後は、支援が必要な高齢

者を地域で支える生活支援の体制づ
くりを進めていきます。そこに元気
な高齢者が支え手として参加するこ
とで、その高齢者の生きがいづくり
や介護予防につながることも期待さ
れます。
できるだけ長く健康を維持したり、

要介護状態から卒業（状態の改善）

したりすることは、高齢者本人にと
って望ましいだけでなく、社会全体
の負担軽減にもつながるものです。
介護予防に積極的に取り組み、四日
市市を「健康で自分らしく暮らせる
まち」にしていきましょう。

高齢者が、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるまちづくり
のための取り組みをご紹介します。

〜健康で自分らしく暮らせる
まちにするために〜

介護・高齢福祉課
（緯354－8170 胃354－8280）

問い合わせ先
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